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原始根をもつ数とその原始根について
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素数の規則性を見つけ出そうと, あらゆる数学者が様々な方法を試みている. 私は素数

と関係している原始根を用いて, 素数の規則性の解明に近づきたいと考える. 原始根の定

義は次である.

定義 5. a, n ∈ Z+, (a, n) = 1に対し,

ordn(a) = ϕ(n)

のとき, aをnの原始根という. ここで, ordn(a)は aのmod nの位数を表し, ϕはオイラー

関数を表す.

本論文の目的は, 次を示すことである.

定理 2. nが原始根をもち得るのは, pを奇素数, kを正の整数としたとき,

n = 1, 2, 4, pk, 2pk

の形の数に限る.

また, 1から 200までの原始根をもつ数とその原始根について考察し, 次の結果を得た.

定理 3. ∀k ∈ Z+に対し, 10k + 1 ≤ a ≤ 10(k + 1)の範囲の整数 aが原始根をもつような

aの個数は高々6つである.

定理 4. pを奇素数, nを正の整数とする. gを pn+1の原始根とするとき, gは pnの原始根

である.

さらに本論文では, 次の 2つの問題を提起している.

問題 1. pを奇素数とし, nを正の整数とする. gを pnの原始根とするとき, gは pn+1の原

始根である?

問題 2. pを奇素数とする. このとき, gが pnの原始根であり g + pが pn+1の原始根でな

いような n ∈ Z+は存在する?
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